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平成29年度業務実施状況 

電磁界情報センター 



電磁界情報センター 

1.情報収集・調査 
1-1.電磁界関連情報（1次情報）の収集 

• 【報道内容】新聞記事検索会社、コンサルタント会社との情報配信契約による情報収
集。 

• 【研究動向】より幅広い情報収集を目指し、ドイツ・アーヘン大学が運営する世界最
大の情報データベースであるEMF-Portalと連携を図る。 

• 【社会動向】市民団体機関誌購読、イベント参加やコンサルタント会社との情報配信
契約による情報収集。 
 報道記事約65件、研究動向約1,250件、社会動向約28件収集（２月末） 

1-2.入手した1次情報の詳細調査 
• 職員による文献調査、関係者インタビュー、現地調査などによる情報検証。 
 BioEM2017等の国際学会に参加し、研究発表内容や研究者からの聞き取りによ

り情報収集を実施 

2.情報整理・評価 
2-1.電磁界データベースの整備 
• 引き続き、EMF-Portalとの連携により入手する情報の随時翻訳を行うとともに、学術

論文の整理・登録を実施する。 ［詳細説明１］ 
• 国内外の電磁波関連公文書も継続的に登録する。    

平成29年度業務実施状況【情報調査G】（1/2） 
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電磁界情報センター 

平成29年度業務実施状況【情報調査G】（2/2） 
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2-2.報道等の内容精査 
• 新聞記事および最近出版された書籍を中心に、記事内容の関係者インタ

ビューや関係文献の調査を行い、結果の公表、報道機関への連絡等を実施。 
 社会的に影響のある大きな報道なし、サボテンの電磁波吸収に関してのTV

朝日への取材に対応 
 

3.磁界レベルに関する調査 
3-1.身近な発生源からの磁界測定 

• 平成29年度までの予定で家電製品からの磁界測定を実施。 
 平成29年度は、27種類86台の家電製品を計測 ［詳細説明2］ 
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平成29年度業務実施状況【情報提供G】（1/2） 
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1.情報提供ツールの整備 
1-1.ホームページ 

• 最新情報の提供 
 更新回数54回（2月末現在） 
 内訳 
 （海外の動向25回、論文の紹介22回、セミナー・ニューズレター他7回） 

1-2.ニューズレター・メールマガジン 
• ニューズレター・メールマガジンを定期発行 
 ニューズレターを３回発行（通算50号）、メールマガジンを６回発行（2月末現

在） 
 

2.双方向コミュニケーションの実施 
2-1.問い合わせ対応 

• 電話、メール、Fax、来所による電磁界の健康影響に関する問い合わせ対応 
 929件（平均84件/月）（2月末現在） 参考：平成28年度（平均66件/月） 
  ［詳細説明3］ 
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平成29年度業務実施状況【情報提供G】（2/2） 
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2-2.電磁波セミナー（初級向けの開催） 
• 市町村の「後援」を受けた公共性の高いセミナーを地道に継続する 
 千葉市（5月31日、参加者39名）、大津市（ 6月23日、参加者26名） 

熊本市（2月22日、参加者100名）にて開催 
2-3.情報の媒介者を対象とした情報提供活動 

• 社会医学関連の学会、大会への出展およびランチョンセミナーの開催 
 ランチョンセミナーの参加者1,598名（2月末現在） ［詳細説明4］ 

2-4.対象層特化活動の充実（妊婦の知識啓発） 
• 「健やか親子21」参加団体への啓発活動、妊婦関連の学会、大会への出展 
 公益財団法人 母子衛生研究会との連携 ［詳細説明5］ 

2-5.要請による電磁界説明会 
• 消費者団体、地方公共団体等への講師派遣を実施 
 ３７回の依頼講演会を実施（2月末現在） ［詳細説明6］ 

3.リスクコミュニケーション促進活動 
3-1.磁界測定器貸出 

• 低周波測定器の貸出を継続実施 
 平成29年度の貸出累計は230台（2月末現在） ［詳細説明7］ 
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平成29年度業務実施状況【管理G】 
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1.新規賛助会員募集、賛助会員数の維持・拡大（平成29年2月末現在） 
 新規会員7件（3号会員7件）の入会を得た 
 退会会員4件（3号会員4件） 
 総会員数は、1号会員1件、2号会員16件、3号会員70件 

2.各種委員会の開催 
 運営委員会2回（平成29年9月7日、平成30年3月5日）実施 

3.センター内教育の企画管理 
 新規出向職員への導入教育を実施（1名） 

 



電磁界情報センター 

1. EMF-Portal（ｽﾗｲﾄﾞ7～8） 

2. 磁界測定プロジェクト（ｽﾗｲﾄﾞ9～15） 

3. 問い合わせ対応状況（ｽﾗｲﾄﾞ16～21） 

4. 情報の媒介者を対象として情報提供活動（ｽﾗｲﾄﾞ22） 

5. 対象層特化活動(ｽﾗｲﾄﾞ23～27) 

6. 要請による電磁界説明会（ｽﾗｲﾄﾞ28） 

7. 磁界測定器貸出（ｽﾗｲﾄﾞ29～30） 

詳 細 説 明 
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１．EMF-Portal（1/2） 
○EMF-Portal参画： 平成26年9月 
   ※EMF-Portal 電磁波に関する一般向けの広範囲なデータベース 
    （登録件数 約２６，０００件 内約６，１００件詳細情報掲載：世界最大規模） 
    ドイツ・アーヘン工科大学医学部病院 
    職業病医学研究所生体電磁気相互作用研究センター(femu)が運営 
○日本語版運用開始： 平成28年2月～ （平成28年6月に画面デザイン刷新） 
○電磁界情報センターが実施する作業 

 最新情報の随時翻訳。 
 過去（平成26年以前に掲載されていた）データの順次翻訳 
 ドイツ側の予算都合により、平成29年11月27日以降、無線周波数電磁界に関す

る最新情報の掲載が中断したことに伴い、関連情報については電磁界情報デー
タベースに掲載する旨を周知 

               （進 捗 状 況） 
 
 

      
 
 
  

  
電磁界情報センター 

作業内容 独/英登録済み 日本語翻訳済み 
用語集の翻訳 約3,000語 完了（100%) 
論文タイトル翻訳 約26,000件 完了（100%) 
論文詳細情報翻訳 － 
  平成26年以前掲載分 約5,000件 約1,250件（25%) 
  平成27年以降掲載分 約1,100件 完了（100％） 

［平成30年2月28日時点］ 
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１．EMF-Portal（2/2） 

電磁界情報センター 8 

トップページにメッセージを表示 



２．磁界測定プロジェクト(1/7) 

電磁界情報センター 9 

目的 

・パンフレットやセミナーで紹介する家電製品より発生する磁界測定値の更新を行う。 
 現在は家電製品協会が平成15年に測定した実測データを使用している。 
・なお、平成１７年に国際的な磁界測定規格（IEC62233）が公表され、それに基づいた
最新家電の測定結果が、平成25年に家電製品協会から公表されたものの、当該規格
が国際的ガイドライン値に対する割合（%）を測定することとなっていることから、公表結
果も国際的ガイドライン値に対する割合の公表となっている。 
・このため、家電製品協会のデータは、複数の周波数成分を評価した正確なものでは
あるが、超低周波(50ヘルツ・60ヘルツ）の磁界の健康影響で話題となる0.4μT（数値）
との比較はできない。また、貸出している測定器の測定値とも比較できない。 
  
⇒国際的な規格に基づいた、正確なデータではあるものの、一般の方にはわかりにく
い。センターで磁束密度（μT）の測定を行い、結果はホームページやパンフレット・セミ
ナーなどで公開する。 
 

家電製品から発生する磁界の測定 



電磁界情報センター 

AV家電（3） 
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コンポ、ブルーレイレコーダ、液晶テレビ 
情報家電（2） 

ディスクトップパソコン、ノートパソコン 
家事・調理家電(18) 

ホームベーカリー、コーヒーメーカ、ホットプレート、ロボット掃除機、洗濯
機（縦型）、洗濯機（ドラム式）、掃除機（手持ち型）、アイロン、電気レンジ
（オーブン含む）、電気やかん、フードプロセッサ、トースター、衣類乾燥機、
食洗機、冷蔵庫、IH調理器、卓上IH、IH炊飯器 

理美容・健康家電(4) 

空調・季節家電(9) 

その他・照明など(6) 

電動歯ブラシ、電気ひげそり器、ヘア－ドライヤー、マッサージ機器 

空気清浄機、エアコン（冷・暖房運転）、扇風機、ファンヒータ、オイルヒータ、
遠赤外線ヒータ、こたつ、電気毛布、ホットカーペット 

電球型LEDランプ、LEDシーリングライト、蛍光灯シーリングライト、
LEDｽﾀﾝﾄﾞ、蛍光灯ｽﾀﾝﾄﾞ、温水便座 

身のまわりの主な最新家電製品42製品（下記参照）について、メーカー別などに 
人気製品上位各３機器ただし電動歯ブラシのみ8機器（合計131機種）を測定した。
（H27～29年度に実施） 

２．磁界測定プロジェクト(2/7) 
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測定結果（各製品ごとに３機器測定） 
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２．磁界測定プロジェクト(3/7) 

測定距離は、ノートパソコンが0cm、それ以外は30cmの位置での結果 
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測定結果（各製品ごとに３機器測定） 
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測定距離は、電動歯ブラシ・電気ひげそり器・マッサージ機器・電気毛布・
ホットカーペット・温水便座が0cm、 
ヘアードライヤーが10ｃｍ、それ以外は30cmの位置での結果 

２．磁界測定プロジェクト(4/7) 
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測定結果（各製品ごとに３機器測定） 
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測定距離は、電動歯ブラシ・電気ひげそり器・マッサージ機器・電気毛布・
ホットカーペット・温水便座が0cm、 
ヘアードライヤーが10ｃｍ、それ以外は30cmの位置での結果 

２．磁界測定プロジェクト(5/7) 
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50Hz規制値（ガイドライン値） 
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IH機器測定結果（各製品ごとに３機器測定） 
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測定距離は、30cmの位置での結果 

２．磁界測定プロジェクト(6/7) 
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まとめ 

・家電製品（42種目、合計131機種）について磁束密度を
測定調査した結果、ＩＣＮＩＲＰのガイドライン（50HZ
では200μT、30kHzでは27 μT ）に比べて十分低い値
であった。 

今後の予定 

・測定結果について3月１４日の電気学会全国大会および6
月のBioEM2018にて発表予定。 

・測定結果をパンフレットやホームページへ掲載予定 

15 

２．磁界測定プロジェクト(7/7) 



電磁界情報センター 

平成20年から平成30年2月末時点で6,836件の問合せに対応 

16 

３．問い合わせ対応状況（1/6） 
※平成30年2月末 現在 

年度別 問合せ件数 問合せ男女比率 

男性 
39.2% 

（364名） 女性 
60.8% 

（565名） 
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] 



電磁界情報センター 17 

３．問い合わせ対応状況（2/6） 
問

合
せ

者
数

[名
] 

※平成30年2月末 現在 

東京、神奈川、埼玉、千葉など関東地域からの問合せが多い 

地域別 問合せ件数 

133 

58 

28 27 
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※ 問合せ者数：482名 
  （重複問合せ：166件、地域不明の問合せ281件を除く） 
※ 地域は市外局番などから特定 
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３．問い合わせ対応状況（3/6） 
件

数
[件

／
百

万
人

] 

※平成30年2月末 現在 

都道府県別百万人あたりの問合せ件数 

県別 平均値：2.86人/百万人 
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※ 問合せ者数：482名 
  （重複問合せ：166件、地域不明の問合せ281件を除く） 
※ 地域は市外局番などから特定 
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３．問い合わせ対応状況（4/6） 
件

数
[件

] 

※平成30年2月末 現在 

周波数別 内訳 （1度に複数の問合せを含む） 

594 

132 

58 
31 

6 

172 

0

200

400

600

低周波 高周波 静電磁界 中間周波 電離放射線 その他 
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３．問い合わせ対応状況（5/6） 
件

数
[件

] 

発生源別 内訳 

※平成30年2月末 現在 

442 

98 
51 41 41 34 22 21 21 17 11 7 6 4 

199 

0

100

200

300

400

500
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３．問い合わせ対応状況（6/6） 
件

数
[件

] 

問合せ内容別 内訳 

※平成30年2月末 現在 

398 

335 

106 94 
69 

26 13 12 11 8 3 
46 

0

100

200

300

400

500



４.情報の媒介者を対象とした情報提供活動（1/1） 
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社会医学関連の学会、大会等への参加状況 (２月末現在) 

ｏ電磁波の健康影響に関する啓発効果が高いと考えられる、専門職が参加する  
  学会でランチョンセミナーを開催。 ２月末現在で1,598名が参加。 

[件数] 

2 

3 

3 

7 

13 

11 3 

3 

4 

7 

2 

3 

2 

0 5 10 15 20

H24年度 

H25年度 

H26年度 

H27年度 

H28年度 

H29年度 

ランチョンセミナー 

出展 

(16件) 

(9件) 

(10件) 

(7件) 

(5件) 

(3月実施) (16件) 



５．対象層特化活動（妊婦の知識啓発） (1/5） 
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 超低周波電磁界の健康影響については、「小児白血病」との関連が指摘されていることも
あり妊婦等からの電磁界ばく露に伴う胎児への健康不安の問合せが多数寄せられおり、妊
婦の過大な不安を払拭させ、正しい理解促進に繋がるような知識啓発活動が重要。 

１．これまでの活動 
 • 平成27年10月 妊婦向けパンフレット完成・配布開始 
 • 平成28年 4月 「健やか親子21」入会およびホームページにパンフレットを掲載 
 • 平成28年 7月  日本産科婦人科学会のホームページを介してパンフレットを紹介 
 
２．今年度の実施内容 
  • 日本母性衛生学会総会・学術集会ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ 10月（昨年度から継続） 
  • 日本助産学会 ランチョンセミナー 3月（昨年度は出展） 
  • 日本助産師学会  出展 6月（昨年度から継続） 
 
  • 公益財団法人 母子衛生研究会発行「月刊 母子保健」への特集ページ投稿（新規） 
   → 対  象 者 ：母子保健関係者（市町村の保健師、助産師、看護師等）     
     発行部数：25,000部 
 
  • 母子保健関係者を対象とした電磁波の母子保健セミナーの開催（新規） 
   → 対  象  者：母子保健関係者（市町村の保健師、助産師、看護師等） 参加者86名 (申込者113名) 
 
   

啓発活動 概要 



５．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）（2/5） 
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月刊 母子保健 第703号 平成29年11月1日発行 

母子衛生研究会発行「月刊 母子保健」への特集ページ投稿 



５．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）（3/5） 
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2.0% 

12.0% 

18.7% 

53.3% 

27.3% 

20.7% 

52.0% 

17.3% 

6.7% 

3.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

読む前 

読んだ後 

全く心配でない 心配でない どちらでもない 
心配 非常に心配 

 非常に心配、心配と答えた人の比率が38.1%減少 
 全く心配でない、心配でないと答えた人の比率は44.6%増加 

リスク認知変化 

58.7% 

20.6% 



平成２９年度母子保健普及啓発事業 母子保健セミナー 

５．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）（4/5） 

電磁界情報センター 26 

日 時：平成30年2月1日（木）13:00～16:00 
会 場：損保会館 大会議室 
受講者：86名 

保健師 
38% 

助産師 
31% 

看護師 
20% 

保育士 
6% 

栄養士 
4% 

事務職 
1% 



５．対象層特化活動（妊婦の知識啓発）（5/5） 

電磁界情報センター 27 

リスク認知変化 
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20.0% 
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29.3% 

16.0% 

49.3% 

6.7% 

2.7% 

0.0% 

0.0% 

1.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演前 

講演後 

全く心配でない 心配でない どちらでもない 
心配 非常に心配 未回答 

 非常に心配、心配と答えた人の比率が45.3%減少 
 全く心配でない、心配でないと答えた人の比率は57.3%増加 

52.0% 

6.7% 
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電力等事業者 

高校・大学等 

６.要請による電磁界説明会（1/1） 

電磁界情報センター 

身のまわりの電力設備、家電製品やＩＨ調理器、携帯電話等から発生する 

電磁波の健康影響に関する講演等 

講師派遣の実施状況 (２月末現在) 

[件数] 
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実績７件 
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月間貸出件数の推移 
H27
H28(A)
H29(B)

７．磁界測定器貸出（1/2） 

29 

184件 

192件 

230件 
（２月末現在） 

トップページを
リニューアル 



18.0% 

49.3% 

30.4% 

37.3% 

17.5% 

8.3% 

23.0% 

4.1% 

1% 
0% 

10.1% 

0.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸出後 

貸出前 

非常に心配 

心配 

わからない 

心配でない 

全く心配でない 

無回答 

電磁界情報センター 
心配している人の割合が38.2％減少 

30 

測定数値(n=217) 満足度(n=217) 

心配度の変化(n=217) 

７．磁界測定器貸出（2/2） 
平成２９年度アンケート集計結果による評価 

※4月1日貸出～2月末返却分集計 

38.2 ％ 

DOWN 

86.6% 

48.4% 

17% 

34% 
17% 

17% 

5% 10% 非常に低かった 

低かった 

わからない 

高かった 

非常に高かった 

無回答 

72% 

15% 

1% 
1% 

11% 非常に役に立った 

やや役に立った 

役に立たない 

わからない 

無回答 
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